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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第95期

第３四半期

累計期間

第96期

第３四半期

累計期間

第95期

会計期間
自　平成26年４月１日

至　平成26年12月31日

自　平成27年４月１日

至　平成27年12月31日

自　平成26年４月１日

至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 7,615,261 7,925,555 10,005,178

経常利益 （千円） 133,168 363,888 258,422

四半期(当期)純利益 （千円） 210,436 242,446 330,209

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 3,471,000 3,471,000 3,471,000

発行済株式総数 （千株） 21,974 21,974 21,974

純資産額 （千円） 10,081,985 10,541,836 10,393,193

総資産額 （千円） 17,375,911 17,600,990 17,530,713

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 9.64 11.11 15.12

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益金
額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 5.00

自己資本比率 （％） 58.0 59.9 59.3
 

 

回次
第95期

第３四半期
会計期間

第96期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日

至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 7.77 3.57
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、新株予約権付社債等の潜在株式がないため

記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約の締結、変更、解約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和策のもと、企業業績や雇用環境

の改善等、実体経済は堅調に推移していると思われるものの、中国を中心とした新興国経済の減速や原油価格の大

幅下落により、景気の先行きに対する不透明感が増してきています。

化学工業におきましても、原油安によるエネルギーコストの下落と設備稼働率の底堅い推移による企業業績への

効果が現れている一方で、新興国経済の減速に伴う今後の需要伸び悩みが懸念されています。

このような状況下、当社は当期で最終年度となる３ヵ年の中期経営計画を柱に、アミノ酸・化成品関係の医薬中

間体・原料を始め、医薬品関係（ジェネリックを含む原薬）を成長ドライバーとし、更なる収益力の改善・向上を

目指して、具体的な各種施策への取り組みに注力しております。当第３四半期累計期間の業績状況といたしまして

は、当初計画に対し、売上高及び各段階利益とも概ね順調に推移した結果、売上高は前年同四半期比4.1％増の

7,925百万円となり、売上高の増加並びに原燃料価格の低下及び経費節減の効果による製造原価の低減等に伴い、営

業利益は前年同四半期比197.6％増の347百万円、経常利益は前年同四半期比173.3％増の363百万円と大幅に増加

し、四半期純利益も前年同四半期比15.2％増の242百万円と増加しました。

   　製品区分ごとの販売の状況は次の通りであります。　

　（単位：百万円）

 
平成27年３月期第３四半期累計期間 平成28年３月期第３四半期累計期間

国内 輸出 合計 構成比(%) 国内 輸出 合計 構成比(%)

アミノ酸関係 970 2,368 3,339 43.9 926 2,499 3,426 43.2

化成品関係 2,055 596 2,652 34.8 1,768 619 2,388 30.2

医薬品関係 1,224 398 1,623 21.3 1,538 572 2,110 26.6

合 計 4,251 3,364 7,615 100.0 4,233 3,691 7,925 100.0

構成比(%) 55.8 44.2 100.0  53.4 46.6 100.0  
 

（注）　金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

 
(2)　財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における各貸借対照表項目の増減要因は、次の通りであります。

(流動資産)

当第３四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末から83百万円増加し、8,508百万円となりました。これは主

に、受取手形及び売掛金、製品、原材料の増加と、現金及び預金、仕掛品の減少によるものであります。

(固定資産)

当第３四半期会計期間末の固定資産は、前事業年度末から13百万円減少し、9,092百万円となりました。これは主

に、機械及び装置の減少によるものであります。

(流動負債)

当第３四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末から414百万円増加し、3,819百万円となりました。これは

主に、支払手形及び買掛金の増加と、賞与引当金、固定資産解体費用引当金、事業撤退損失引当金の減少によるも

のであります。
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(固定負債)

当第３四半期会計期間末の固定負債は、前事業年度末から493百万円減少し、3,239百万円となりました。これは

主に、社債、長期借入金の減少によるものであります。

(純資産)

当第３四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末から148百万円増加し、10,541百万円となりました。これ

は主に、利益剰余金の増加によるものであります。

 
(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次の通りです。

（基本方針）

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の掲げる企業理念及び経営理念

を尊重し、それを実現するための具体的諸施策を推進することにより、当社の企業価値及び株主共同の利益を確保

し、継続的に向上させていく者が望ましいと考えます。

当社は、上場企業として当社株式の自由な取引を尊重する観点から、支配権の移転を伴う当社株式の大量買付提

案等があった場合には、それが当社の企業価値の向上及び株主共同の利益の確保に資するものかどうかの評価やそ

の是非について、最終的には株主の皆様の自由な意思により判断されるべきであると考えます。

しかし、株式の買付行為の中には、対象とする会社の経営陣との意思疎通の努力を怠り、一方的に大量買付行為

又はこれに類似する行為を強行する事例も存在しております。また、これらの大量買付提案の中には、高値で対象

となる会社に株式を買取らせようとするもの、いわゆる焦土化経営を行うとするもの、株主の皆様に株式の売却を

事実上強要する恐れのあるもの等、企業価値ひいては株主共同の利益を毀損する可能性が高いものが少なくありま

せん。

こうした状況下において、大量買付提案等に応じるか否かのご判断を株主の皆様に適切に行っていただくために

は、大量買付者側から買付条件や買収した後の経営方針、事業計画等に関する十分な情報提供がなされる必要があ

ると考えます。また、当社は、その大量買付提案等に対する当社取締役会の評価や意見、大量買付提案等に対する

当社取締役会による代替案等を株主の皆様にご提供しなければなりません。当社といたしましては大量買付提案等

に係る一連のプロセスをルール化することにより、関係当事者が最も適切な判断を行えるような仕組みを構築する

ことが必須であると考えております。

このような考え方を、「財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針」として掲げるとと

もに、不適切な企業買収行為を防止する仕組みとして「大量買付のルール」を定めております。

　

(4)  研究開発活動

当第3四半期累計期間の研究開発費の総額は、335,857千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,974,000 21,974,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株
であります。

計 21,974,000 21,974,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年10月１日～
平成27年12月31日

－ 21,974,000 － 3,471,000 － 3,250,140
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成27年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)  

－ －
普通株式 145,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,698,000 21,698 －

単元未満株式 普通株式 131,000 － －

発行済株式総数  21,974,000 － －

総株主の議決権  － 21,698 －
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が441株含まれております。
　

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
有機合成薬品工業株式会社

東京都中央区日本橋人形町
三丁目10番４号

145,000 － 145,000 0.66

計 － 145,000 － 145,000 0.66
 

　

２ 【役員の状況】

   前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年10月１日から平成27年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、監査法人保森会計事務所により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次の通りであります。

  ①　資産基準                 0.6％

  ②　売上高基準               0.0％

  ③　利益基準                 2.1％

  ④　利益剰余金基準           2.7％

  ※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,886,472 1,469,941

  受取手形及び売掛金 2,717,235 ※1  2,912,329

  製品 2,261,119 2,593,144

  仕掛品 487,906 303,117

  原材料 768,573 984,971

  その他 303,545 244,807

  貸倒引当金 △300 △300

  流動資産合計 8,424,553 8,508,012

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,374,806 1,414,889

   機械及び装置（純額） 1,220,554 1,120,973

   土地 3,181,828 3,181,828

   その他（純額） 915,709 960,862

   有形固定資産合計 6,692,899 6,678,554

  無形固定資産 87,714 90,343

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,034,528 2,056,349

   その他 291,018 267,732

   投資その他の資産合計 2,325,546 2,324,081

  固定資産合計 9,106,160 9,092,978

 資産合計 17,530,713 17,600,990

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,533,296 1,833,112

  短期借入金 700,000 700,000

  1年内返済予定の長期借入金 182,600 466,600

  未払法人税等 － 119,095

  賞与引当金 136,546 80,430

  固定資産解体費用引当金 ※2  10,548 －

  事業撤退損失引当金 ※3  39,210 －

  その他 802,835 620,693

  流動負債合計 3,405,036 3,819,931

 固定負債   

  社債 22,500 －

  長期借入金 1,925,100 1,466,800

  再評価に係る繰延税金負債 632,188 632,188

  退職給付引当金 810,040 816,621

  資産除去債務 14,261 14,372

  その他 328,392 309,239

  固定負債合計 3,732,483 3,239,222

 負債合計 7,137,520 7,059,154
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,471,000 3,471,000

  資本剰余金 3,250,140 3,250,140

  利益剰余金 2,970,246 3,103,538

  自己株式 △46,078 △46,606

  株主資本合計 9,645,309 9,778,072

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 694,141 709,580

  繰延ヘッジ損益 △440 －

  土地再評価差額金 54,182 54,182

  評価・換算差額等合計 747,884 763,763

 純資産合計 10,393,193 10,541,836

負債純資産合計 17,530,713 17,600,990
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 7,615,261 7,925,555

売上原価 6,212,605 6,210,513

売上総利益 1,402,655 1,715,042

販売費及び一般管理費   

 役員報酬及び給料手当 317,677 326,961

 賞与引当金繰入額 19,194 19,704

 退職給付費用 29,590 29,884

 研究開発費 266,618 335,857

 その他 652,814 655,093

 販売費及び一般管理費合計 1,285,894 1,367,501

営業利益 116,761 347,540

営業外収益   

 受取利息 633 560

 受取配当金 35,064 35,357

 助成金収入 ※1  14,574 ※1  15,363

 雑収入 29,782 15,028

 営業外収益合計 80,054 66,309

営業外費用   

 支払利息 42,415 37,305

 社債利息 1,722 609

 雑損失 19,510 12,046

 営業外費用合計 63,648 49,961

経常利益 133,168 363,888

特別利益   

 受取補償金 ※2  187,712 ※2  22,035

 投資有価証券売却益 19,230 7,276

 特別利益合計 206,943 29,312

特別損失   

 固定資産除却損 22,360 30,754

 特別損失合計 22,360 30,754

税引前四半期純利益 317,750 362,446

法人税等 107,314 120,000

四半期純利益 210,436 242,446
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　該当事項はありません。

　

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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(四半期貸借対照表関係)

※１　　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第

　　　３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末残

　　　高に含まれております。

 

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

受取手形 －千円 19,160千円
 

　

※２　事業の一部撤退に伴う設備の撤去費用に対する引当金であります。

　

※３　事業の一部撤退に伴い発生が見込まれる損失に対する引当金であります。

 
(四半期損益計算書関係)

※１　東日本大震災に係る被災地域の復旧及び復興促進を目的とする雇用支援に対する福島県からの補助金でありま

　　　す。

 
※２　東京電力株式会社から公表された賠償基準に基づく、福島第一原子力発電所の事故に伴う風評被害等に対する

　　　賠償金であります。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

減価償却費 377,039千円 379,971千円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年6月24日
定時株主総会

普通株式 65,510 3.00 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

　の

　　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年6月23日
定時株主総会

普通株式 109,154 5.00 平成27年３月31日 平成27年６月24日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

　の

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

　当社はファインケミカル事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

　当社はファインケミカル事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 9.64円 11.11円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 210,436 242,446

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 210,436 242,446

普通株式の期中平均株式数(株) 21,834,935 21,829,383
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月10日

有機合成薬品工業株式会社

取締役会  御中

監査法人　保森会計事務所
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   小   山   貴   久　 印

 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   渡   部   逸   雄   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている有機合成薬品工

業株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第96期事業年度の第３四半期会計期間(平成27年10月１日か

ら平成27年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、有機合成薬品工業株式会社の平成27年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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